
海況予報高度化技術確立調査

1 陸奥湾海況自動観測

大水理晴-今井美代子-三津谷正

陸奥湾海況自動観測について、観測30年目にあたる平成15年次 (2003年1月 ~12月)の観測結果を報告

する。

海況自動観測システムの概要

海況自動観測システムは、陸奥湾内に設置された

3基のテレメータブイ(平舘、青森、東湾ブイ)と

1基の自記観測ブイ(野辺地ブイ)、中継局、基地

局(増殖研究所)からなる(図1)0 3基のテレメー

タブイでは、表lの観測項目について毎時間観測を

実施し基地局にデータを伝送している。また自記観

測ブイは、水温を毎時間観測し自記記録している。

これについては、定期的にデータの回収を行ってい

る。(本システムの詳細については本誌第25号参照

のこと) 図 1 陸奥湾海状況自動観測システム配置図

表 1 陸奥湾海状況自動観測システム観測項目

ブイ名 観測地点 観測水深 ~観2~õlõaJl圃測1.' 項 目
水温塩分 流同施運気温風向風速

l湾北緯口部針平。舘9村'地T先 1m コ 。
平舘 15m コ 。 。
ブイ 東経 140・40'40" 30m 。。
水深47m 45m 。o 。
西北緯湾側40青o 5森4市，58地H 先 1m 。o 

膏森 15m 。o 
ブイ 東経 140"47' 49" 30m 。。
水深45m 44m 。。
"北'緯:;;I'C回担41" 

1m 。。 0* 0* 
東湾 6'4" 15m 。。
ブイ 東経 1400 51' 5T 30m 。。。
水藻.49m 48m 。。。
東北湾緯側40野・5辺9地'町γ地先 1m 。

野辺地 15m 。
ブイ 東経 1410 10' 4" 36m 。
水深38m
* :東湾ヲイにおける気温、風向風速は海上斡4mで観測

海況自動観測システムの運用状況

本システムは、陸奥湾海況自動観測システムとして3代目にあたり、 1994年に設置され2005年前期まで

の約11年間の運用を予定している。 2003年は、この運用計画の9年目にあたる。

2003年のシステムの稼働状況と観測状況を表2に示した。水温については、平舘ブイの全層で5月31日

~6 月 2 日、 30m層で3月 14 日 ~24 日、底層で11月 14 日 ~18 日、青森ブイの全層で 3 月 24 日、 15m層で 6

月 3 日 ~9 日、 30m層と底層で 6 月 2 日 ~3 日まで欠測、このほかは定期保守による欠測を除いて安定し



表2 海況自動観測システム穣働状況 (20回年)

ブイ名 観測膚 観測項目 観濁実敏 車庫.串 T タ
修正数
有効 取得事 観測状況<..> 取・. ず寸費量 <..> 

1m 水温 8. 745 99.8 8.691 1 8.6ω 99.2 O水温鑑@失調 金.: 5/31-6/2 
平書官 温分 8.745 99.8 sω。125 8.565 97.8 .構:明4-2・

ブイ 15m 水温 8. 745 99.8 8.6ω 。8.6ω 鈎.2 慮.:11/14-18 

塩分 8. 745 99.8 8.690 8.ωs 純 2。担分値の失調 金情: 6/31-6/2 

漉向・量豊 8.745 鈎.8 8.268 随9 7.379 84.2 金層:3/24.519叶 4

3伽 水温 8. 745 99.8 8.462 。8.462 96.6 15iR1t: 3/24.519-14 
塩分 8. 745 鈎.8 8総4 8.463 96.6 。涜向.量E・失濁 15iR1t: 町31白 613.6/7-11.7/28.圃

寵竃 水温 8. 745 99.8 8.690 。8.6ω 99.2 11/23-1~月

45m 塩分 8. 745 鈎.8 8.691 8.斜路 99.2 s・2/21-28.3/24.明い腕
涜向・涜逮 8. 745 鈎.8 8.316 72 8.244 94.1 回1/4-9.11.1且14-16

{項目} 水温 34.9ω 99.8 34.533 34.臼2 98.6 。禽向涜逮.輿倉健1!i1l屠: ν1-0.4/21-5/14.8/14. 
担分 34.9ω 99.8 34.535 128 34.407 98.2 '/22-28.10.川乱12/割

涜向・涜遺 17.490 ω.8 16.584 961 15.623 89.2 慮.:12/15.1・

〈総合} 87;街。 99.8 85.652 1090 84.562 96.5 12/21ト31

1m 水温 8. 737 鈎.7 8.712 8.711 99.4 。水温値の欠測
膏 S臨 温分 8. 737 鈎.7 8.712 8.711 99.4 金層: 3/24 

ヲイ 15m 水温 8. 737 99. 7 8.582 8.581 98.0 15mll :附4
塩分 8. 737 鈎.7 8臼2 8.581 98.0 3伽摺: 1/2-3 

3伽 水温 8.737 鈎.7 8.711 8. 710 鈎.4 量E彊:・/2-3
拘置分 8. 737 鈎.7 8.711 8. 710 99.4 。亀分値の欠測

鹿層 水温 8. 737 99.7 8.672 8.671 99.0 金層: 3/24 

44m 塩分 8. 737 99.7 8.673 8.672 99.0 15m燭:6/4-9 
{項目) 水温 34.948 鈎.7 34.677 4 34.673 99.0 抽膚:6/2-3 

温分 34制8 99.7 34.678 4 34.674 99.0 
(総合) 69.896 鱒.7 69.355 8 69.347 99.0 

1m 水逼 8.746 鈎.8 8.716 8.715 99.5 0 .. 分量の注意事項
東湾 塩分 8.746 99.8 8.715 1 8. 714 99.5 1冊層~拘咽: 1伽抑制齢‘
ヲィ 15m 水温 8. 746 99.8 8. 743 8.742 99.8 

組分 8. 746 99.8 8. 740 8.739 99.8 
拍車 水遁 8. 746 99.8 8. 744 8.743 99.8 
塩分 8. 746 ω.8 8. 742 8.741 99.8 

8.746 鈎.8 8. 728 。8. 728 99.6 
底層 水温 8. 746 99.8 8. 742 8.741 99.8 
46m 塩分 8. 746 鈎.8 8.741 8.740 99.8 

8. 746 99.8 8. 729 。8.129 99.6 
気象 気温 8. 146 鈎.8 8. 744 8. 143 鈎.8

且自... 8. 146 99.8 8. 744 8. 143 鈎.8
{項目 水温 34.984 99.8 34.945 4 34.斜1 99. 7 
塩分 34.9制 鈎.8 34.938 4 34.934 99. 1 
漕存敵宮島 11.492 99.8 11.457 。11.457 99.6 
気温 8. 746 99.8 8. 744 1 8.743 99.8 
且向・且蓋 8. 746 99.8 8. 744 8. 743 鈎.8
〈総合} 104.952 99.8 104.828 10 104.818 ω.7 

1m 水温(自包〉 8. 757 1∞.0 8. 749 8 8.149 99.9 
野辺地 15m 水温{白書i!) 8. 757 1∞.0 8. 749 。8. 149 99.9 
ブイ 鹿 m水温{自包} 8. 757 1∞.0 8.749 。8.149 99.9 

(総合} 26.271 100.0 26.247 。26.241 99.9 
水濁 104.912 99.8 1倒.155 9 104. 146 99. 1 
塩分 104.912 99.8 104. 151 136 104.015 総.9
溶存置量索 11.492 99.8 11.457 。11.451 99.6 
漉向・涜逮 11.4ω 99.8 16.584 961 15.623 89.2 
気温 8. 746 鈎.8 8. 744 8.143 鈎.8
風向・鳳逮 8. 746 99.8 8.144 8.143 99.8 
水温{自由i!) 26.271 1佃.0 26.247 。26.247 99.9 
システム総合 288.569 99.8 286.ω2 1.108 2制.974 98.6 

t調目のIlt明}
o r.濁実費量』とは.車需に実行された・濁.停の田敏。r穆働率J= r.測実数J.;. r会観測予定回数Jx 1IlO.ここでの『傘観濁予定副書量』とは、毎崎@健測がすべて正常に実行された椙舎の
観測回数.3節目x24国/日=87防自
o rデ-~取得数』とは‘鍵測を実纏し‘実際に得られたデー曹の数. (システムのデ-~倹*.纏によって棄却されたヂ-~揮を倉まない】
o r有効デ-~.J とは『デ-~取得披』から『修正愈』を盤し引いた敷.。r取得皐J= r有効ヂー告書量J.;. r全観着予定自.Jx1ω 
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て観測が実施され、 99.1%のデータ取得率であった。塩分については、平舘ブイの全層で 5 月 31 日 ~6 月

2 日、 15m層で3月 24 日、 5 月 9 日 ~14 日、青森ブイの全層で 3 月 24 日、 15m層で 6 月 4 日 ~9 日、 30m

層で 6 月 2 日 ~3 日まで欠測がみられたほかは安定して観測が実施され、データ取得率は98.9%であった。

流向流速については、平舘ブイの15m層で 1 月 1 日 ~9 日、 4 月 21 日 ~5 月 13 日、 8 月 14 日、 9 月 22 日

~28 日、 10月 12 日、 12月 31 日に異常値が見られ、 5 月 31 日 ~6 月 3 日、 6 月 7 日 ~ll 日、 7 月 28 日、 29 日、

11月 23 日 ~12月 1 日まで欠測であった。また、底層では12月 15 日 ~16 日、 12月 20 日 ~31 日に異常値が見ら

れ、 2 月 21 日 ~28 日、 3 月 24 日、 5 月 31 日 ~6 月 2 日、 10月 4~9 日、 11 日、 12 日、 14~16 日まで欠測で

あった。年間を通じての有効データ取得率は、 89.2%であった。

i容存酸素については、年聞を通じての有効データ取得率は99.8%であった。

表3に自動電話応答装置に対するアクセス回数を示した。 2003年の年間アクセス回数は565固と、昨年

の900回に比べて335回減少した。

表3 自動電話応答装置運用記録 (2003年)

月 一一

アクセス回数 I49 I 56 I 15 I 53 
運用日数 I 31 I 28 I 31 I 30 

また、陸奥湾海況情報を毎週火曜日に作成し、湾内18漁協と10市町村、 7県関係機関等へFAX送信する

とともに、当所のホームページに掲載した。 2003年には51回の発行となり、 No.402~452号を発行した。

観測結果

l 観測結果表

観測結果については、次項に『海況自動観測結果表』として一括して示した。この結果表は、毎時

観測データを元に集計されている。データの取り扱いについては『観測結果表中のデータについて』

に記載している。

2 観測結果の概要

2003年の陸奥湾の海況について、海況自動観測結果から月別、半旬別、日別あるいは、時間別に概

要をまとめた。なお、海況の推移を表す資料として下記の図表をのせた。これらの図表には、欠測又

は異常データを除去したために生じた欠落期間を含む場合があるが、特に注記していなし」また、こ

こでいう『平年値』は、 1985~2002年の期間の平均値である。

図2 東湾ブイの半旬別平均気温の平年差(2003年)

図3 東湾ブイの半旬別最大風速(2003年)

図4 東湾ブイの風向出現頻度と風向別平均風速(2003年)

図5 東湾ブイにおける日平均風(2003年)

図6 半句別平均水温の平年差(2003年)

図7 半句別平均塩分の平年差(2003年)

図8 平舘ブイ15m層の半旬別最高流速(2003年)

図9 平舘ブイの流向出現頻度と流向別平均流速(2003年)

図10 平舘ブイの残差流 (25時間平均)(2003年)

図11 東湾ブイ底層の半旬別最低溶存酸素飽和度(2003年)

図12 陸奥湾沿岸地域の半句別平均日照時間の平年差(2003年)
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図13 陸奥湾沿岸地域の半句別平均気温の平年差(2003年)

図14 陸奥湾沿岸地域の半旬別平均降水量の平年差(2003年)

図15 平舘ブイの日平均水温・塩分(2003年)

図16 青森ブイの日平均水温・塩分(2003年)

図17 東湾ブイの日平均水温・塩分・気温・溶存酸素飽和度(2003年)

図18 野辺地ブイの日平均水温(2003年)

表4 東湾ブイの気温の状況(2003年)

表5 東湾ブイの最高最低気温 (1985~2003年)

表6 東湾ブイの風の状況(2003年)

表7 各ブイの水深別最高最低水温(2003年)

表8 各ブイの最高最低水温(1986~2003年)

表9 各ブイ水深別の日平均水温が23'C以上の日数(l974~2003年)

表10 各ブイの水深別最高最低塩分(2003年)

表11 平舘ブイの流況(2003年)

表12 東湾ブイの溶存酸素量最高最低値(2003年)

1 )気温

東湾プイの半旬別平均気温の平年差を図2に示した。また、 2003年の東湾ブイの気温の状況を

表 4 に、東湾ブイの最高最低気温(1986~2003年)を表 5 に示した。

2003年の東湾ブイにおける気温は、 1月から 4月上旬まで平年より低く、 4月中旬から 6月中

旬まで概ね平年並み、 6月下旬から10月中旬まで平年差-0.1~ -4. 8'C、 2003年の8月の平均気

温は20.40C、最高気温は9月2日に27.5"Cであった。それ以降は
12月まで平年より2.2~3. 3'C高く推移した。 表4 東湾ブイの気温α003年)

2003年の半句別平均気温の最高値21.7'C (8月第5半旬)は、 . . 一一
1985年以降では、 1988年の20.4'C(9月第3半旬)に次いで過去

2番目に低い値であった。
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図2 半旬別平均気温の平年差 (2003年)

表5 東湾ブイの最高最低気温 (1985~2003年)
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2)風向・風速

東湾プイの半旬別最大風速(2003年)を図3、年間の風向出現頻度と風向別平均風速(2003年)を

図4、日平均風(2003年)を図5に、年間の風の状況(2003年)を表6に示した。

2003年に観測された最高値は、 9月14日に観測された20.6m/sで、風向は西であった。また

過去(1985~2002年)の半旬別の最大値を上まわったのは、 9 月第 3 半旬の20.6m/ s (西)、 10月

第5半旬の19.7m/ s (西南西)であった。風向の頻度としては西が全観測回数の約15%で、さら

に北西と南西の頻度を加えると約43%が西方からの風、東は全観測回数の約12%で、北東と南東

の頻度を加えると約37%が東方からの風であった。風速は西からの風が強く、風向別平均風速は、

西の8.6m/sが最大であった。

2003年は、 1月から 4月まで西風が優勢、

月は西風が優勢に推移した。

5月から 9月は東風が特に優勢となり、 10月から12
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3 )水温

半旬別平均水温の平年差(2003年)を観測層ごとに図6、各ブイの水深別最高最低水温(2003年)

を表 7 、各ブイの最高最低水温(1986~2003年)を表 8 、各ブイ水深別の日平均水温が23"C以上の

日数(1974~2003年)を表 9 に示した。

2003年の陸奥湾の水温は、 1m 6.0 

層では、全ブイで1月から 4月中

旬まで平年より低く(特に東湾ブ

イでは平年差-0.5~ -2. 3"C、野

辺地ブイでは平年差-1.0~-3.0 

'C)、 4月下旬から 6月下旬まで

平年並み、 6月下旬から10月まで

平年より低く(全ブイでは平年差

-0. 3~ -3. 9"C)、それ以降、 11

月から12月は平年より高めに推移

した。また、 15m層、 30m層、底

層でも、年聞を通じて 1m層と同

じ傾向で推移したが、東湾プイと

野辺地ブイでは、 1月から10月下

旬まで平年より低く(東湾ブイの

平年差15m層で-0.2~-2.3"C、

30m層で-0.2~ -2. 7'C、底層で

-0.1~ 一 2. 1 "c、野辺地ブイの平

年差15m層で-0.2~ 一 3.6"C、底

層で-0.1~ -2. 7"C)、それ以降

11月から12月まで平年並みから平

年より高く推移した。

このことから、西湾(平舘プイ、

-6.0 

(11) 

{周}

(男}

(1'1) 

図6 半旬別平均水温の平年差 (2003年)

青森ブイの全層)では、 1月から 4月中旬まで平年より低く、 4月下旬から 6月まで平年並み、

7月から10月まで特に低く、それ以降11月から12月は平年より高く推移した。一方、東湾(東湾

ブイと野辺地ブイ)の 1m層では西湾と同じ傾向で推移したが、 15m層から底層では、 1月から

10月まで平年より低く(特に15m層と30m層で、は1月から 4月と 7月から 9月、底層では 1月か

ら6月と 8月から 9月が低い)、それ以降11月は平年並み、 12月は平年より高く推移した。

また、 2003年の各プイの最高水温は青森ブイで22.4"C( 8 121)、東湾プイで22.5"C ( 8 113)でこ

れらの値は、 1986年以降の最低値であり、平舘ブイの23.1"C ( 8 125)も1993年の22.3"C ( 9 1 2 )に

次いで過去2番目に低い値であった。

2003年の高水温状況(一般的にホタテガイの成育好適水温の上限は約23'Cといわれているため、

230C以上の日数を高水温状況の指標としている)をみると、養殖水深帯である15m層で、は、各ブ

イとも23'C未満で推移し、夏季の高水温による問題は発生しなかった。
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表7 各ブイの水深別最高最低水温 (2003年)

平館ヲイ

..毎ブイ
15 (2/9) (9/5) α/9) (9/5) 3-6 9-1 。品
A " 
，向14̂ '、ぬ.. 1ft Ir!、 ，.. ^ ，白"、、 ，、，、白 1ft Jr.、 9-5 

:=1 
東湾ブイ 1 !~ I ~・ 2 ，UaEf，ぬOのJ、t目tのAL勾a 1，a2'f，a，EJ 、1~ぬ.u ・， ，t，t.I，向唖。J、1E 4，EvE、.4 a t，za，J，taJ、I~内.0自 t内申! I ~!.~ 9-1 

8-4 
1宇0噂T5 

9-1 
9-1 

表8 各ブイの最高最低水温 (1986......2003年)

平館ブイ 育.ブイ .湾ブイ
西暦 量低("C) (起時}峰高("C) (起時}峰低("C) (起時}..("C) (起時)置低向:) (起時}畳富("C) (起時}

19総 3. 7 。/17) 24.0 (8/13) 3.1 (3/5) 25.0 (8/12) 2.1 (2/1η 24.5 (8/13) 
1987 4.7 (3/15) 24.7 (8/27) 5.1 (3/24) 24. 7 (8/31) 2. 7 (2/17) 23.6 (8/31) 
1ωa 4.5 。/16) 25.3 (8/24) 5.1 (3/3) 24.0 (8/25) 2.8 (2/9) 23.4 (8/24) 
1989 7.0 。1/8) 24.5 (8/26) 5. 7 (3/6) 25. 7 (8/22) 3.9 (2/1) 24.0 (8/26) 
1990 6.0 (2/11) 26.4 (9/2) 6.9 α:/21) お.9 (8/8) 3.6 (2/1ω 26. 1 (9/2) 
1991 5.4 (3/12) 24.0 (8/23) 4.6 (3/8) 23.6 (9/3) 3.8 ω:/12) 23.3 (9/6) 
1992 6. 1 (3/11) 24.5 (9/1) 5.5 (3/18) 24.7 (8/31) 4.1 (2/24) 24.2 (8/25) 
19鈎 6.2 (3/1) 22.3 。/2) 6.4 。/16) 23. 7 。l2η 4.5 (3/10 22.9 (8/25) 
1994 4.6 (2/22) 26.0 (9/3) 6.2 (3/27) 28.3 (8/13) 3.5 (2/17) 28.0 (8/14) 
1995 6.4 (4/2) 25.5 (8/23) 5.6 (3/1) 25.0 (8/25) 4.3 (2/11) 24. 1 (8/23) 
1996 4.8 (3/31) 23.8 (8/26) 4.5 α:/18) 23.6 (8:/13) 2.6 (2/23) 23.6 (8/22) 
1伺7 5.8 。1/30) 24.7 (9/9) 5.8 (4，刀) 25.6 (7/31) 4.2 。1/13) 25.9 (7/31) 
19鈎 5.6 α/2刀 24.5 (9/15) 3.9 α/16) 24.6 ω/9) 2.5 (2/16) 24.0 (8/25) 
1999 3. 1 (3，月0) 28.0 (8/10) 3.1 α:/25) 27.6 (8/9) 2.0 (3/3) 29.5 (8/9) 
忽削 4.9 (3/26) 26.1 (9/8) 5.0 (3/20) 26.8 (8/8) 3.2 (3/20) 26.8 (8/1) 
200t 4.6 (3/6) 25.0 (8/30) 4.9 α/18) 23. 7 (9/1) 1.8 (3/11) 23.2 (8/24) 
忽雌 6.3 {{32//11211 } 24.6 ({8S//2205) } 6.0 α{1//1155} } 

24.2 ({88//2281} } 3. 7 (1/15) 24.0 町(9/123)) 
2003 4. 7 23.1 4.3 22.4 2.2 (2126) 22.5 

最最高低値値
7.0 28.0 6.9 28.3 4.5 29.5 
3. t 22.3 3.1 22.4 1.8 22.5 

0 起時は、 4月1日を (4/1)のように褒記.

表9 各ブイの水源>>IJの日平均水温が230C以上の回数 (1974......2003年)
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4)塩分

半旬別平均塩分の平年差(2003年)を観測層ごとに図7、各ブイの水深別最高最低塩分(2003年)

を表10に示した。

2003年の陸奥湾の塩分は、全体的

に平舘ブイの 1月から 4月まで平年

並みから平年より高かったことを除

き、平年より低く推移した。特に青

森ブイと東湾ブイの30m層以浅では、

1月から4月、 7月が平年より低く、

また、全ブイ全層では9月から12月

まで平年より低く推移した。

2003年の陸奥湾の塩分の最高値は

青森ブイの15m層の34.71( 8/20)、

最低値は青森ブイの 1m層の27.59

(4/20)であった。

表10 各ブイの水深別最高最低塩分 (2003年)
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図7 半旬別平均塩分の平年差 (2003年)
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5 )流向・流速

平舘ブイ15m層の半旬別最高流速(2003年)を図8、平舘ブイの流向出現頻度と流向別平均流速

(2003年)を図9、平舘ブイの残差流(25時間平均)を図10、平舘ブイの流況(2003年)を表11に示し

た。

2003年の流速は、 1月から 8月まで平年並み、 9月から12月まで平年を上回る傾向が見られた。

特に、 11月第 4 半旬では、その時期の過去最高流速 (1974~2002年)を上回った。

平舘ブイの残差流は15m層では、 6，7，8，9月上旬に北上流が比較的強勢、そのほかの時期

は、南下流が優勢に推移した。底層では、年聞を通じて南下流が優勢であった。特に5月から 9月ま

では強勢に推移した。年間最高流速は15m層では9月の0.77m/s、底層では9月の0.53m/sであった。
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図9 平舘ブイの流向出現頼度
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表11 平舘ブイの流況 (2003年)

R 
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11.8 1 0.09 
.Jl..A I U1 
鉱 o1 0.10 
15.2 1 0.09 
15.8 1 0.10 
18.' 1 0. 16 
20.3 1 0.11 
21.510.11 
17.4 1 0.18 
14.4 1 0.13 
11.0 1 0.09 
15.510.12 



6) i容存酸素

東湾ブイ底層の半旬別最低溶存酸素飽和度(2003年)を図11、東湾ブイの溶存酸素量最高最低値

(2003年)を表12に示した。

2003年の底層の飽和度は、 5月下旬までは概ね80%以上を維持していたが、それ以降低下して

いき 8月中旬には60%台となった。その後、 8月中旬には80%に上昇したが、 8月下旬より再度

低下していき、 10月第3半旬には35%と最低値となった。その後は上昇傾向となり、 11月以降は

80%以上となった。図11では1985~2002年の観測値から平年並みの範囲を示しているが、 2003年

9月は平年より高く、 10月上旬から中旬までは平年より低く、その他は平年並は、 6月、 8月、

みに推移した。

2003年の溶存酸素飽和度の最低値は、 10月11日の底層の35%で、溶存酸素量の最低値は10月10

日の底層の2.7mg! Qであった。

120 

初

20 

1∞ 
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的

〈
ま
)
樹
記
舗
網
構
鎚

{月}12 2 3 4 5 6 1 8 9 10 11 

東湾ブイ底層の半旬別最低溶存酸素飽和度 (2003年)

。
図11

東湾ブイの最高最低溶存酸素量 (2003年)表12

o .1(1)観測伏混に家したように~日あるいは失濁鋼闘があるが、この表@値はま需に観測されたヂー舎の範銅から求めた.
0 起時l弘 4月lBを(4/1).4".1半旬を(4-1)(1)ように畿髭した.

2003年の陸奥湾の海況についての考察

2003年春季の東湾ブイと野辺地ブイ、夏季の全ブイの全層で水温が平年より低く、全ブイ全層で年間を

通じて塩分が低かったことについて考察してみた。

陸奥湾沿岸地域の半旬別平均日照時間の平年差(2003年)を図12、陸奥湾沿岸地域の半旬別平均気温の平

年差(2003年)を図13、陸奥湾沿岸地域の半旬別平均降水量の平年差(2003年)を図14、平舘ブイの日平均水

温・塩分(2003年)を図15、青森ブイの日平均水温・塩分(2003年)を図16、東湾プイの日平均水温・塩分・

気温・溶存酸素飽和度(2003年)を図17、野辺地ブイの日平均水温(2003年)を図18に示した。なお、気温、

日照時間、降水量は青森気象台による陸奥湾沿岸地域のアメダス日平均値、 1971~2000年の日平均平年値

を使用し、半句単位でそれぞれの半旬別平均値を算出し、その値で平年差を求めた。

2003年の春季の東湾側の水温が平年に比べて低かったこの時期は、前年から続く鉛直混合期であり、湾

口部では海水の密度差が生じ、湾内外の海水交換がよくない。そのため、湾外水の影響を受けにくい東湾
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の海水は前年の冬期からの冬型の気象条件の影響(湾内各地の気温は1月上旬、 2月下旬から 3月上旬ま

で平年差-2.0~-3.0'C)を大きく受け、そのために水温が平年より低くなったと考えられる。

夏季の水温が平年より低かった原因は、 7，8月の陸奥湾沿岸地域の日照時聞が平年より少なく、また、

気温も平年より低く、東風が強勢に推移した時期でもあったことから、ヤマセ(東風)に伴う気象条件の変

化が影響したことが考えられる。

年間を通じて全プイ全層の塩分値が平年より低かったことは、 1月から4月までは、昨年からの塩分低

下傾向が続いたことと、融雪による陸水の影響と考えられたが、 9月から12月までの塩分の低下傾向につ

いては、年間を通じての陸奥湾沿岸地域の天候、津軽暖流の状況や陸奥湾での海水交換などの文献やデー

タを更に詳細に検討する必要があると考える。

参考文献、資料

( 1 )青森県、青森地方気象台 アメダスデータ

( 2 )大谷清隆・寺尾豊光(1973)陸奥湾の海洋構造北大水産葉報 24(3) P.P 100-131 
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陸奥湾海況自動観測結果表

(2003年)

この結果表は、海況自動観測システムにより観測されたデータを集計したものである。

1.観測結果表中のデータについて

観灘項目 代表値 内 容

水 逼 日平均値から求めた主俳句別の平均値

塩 分 半旬平均値 (日平均値はO時-23時の毎正時の観測値の平均で、 1自の正常観

気 遭 灘データが18個以下の場合欠瀦扱いとした。)

溶存酸素 半句最低値 半旬期間肉の最低の穣測値

斑向涜連 学旬最高魔連〈思連} 半旬期間肉の最大の観灘値

風向風速 学旬平均溝連〈風速) 日平均翼連{風速)から求めた半旬別の平均値

(日平均値はO時-23時の毎正時の観縄値の平均で、 1自の正常観i

潟データが18個以下の場合欠測扱いとした。)

半旬最多涜向(風向) 半旬期間肉の檀測値の最多涜向(風向}

半旬最多涜向{風向}出現率 半旬最多涜向(鳳向)の出現頼度

半旬平均溝逮{鳳連) 半旬最多溝向{風向)の平均溝連(風速)

2.記号について

* .非観測
欠測あるいは半旬内の全部の観測値が異常と見られる場合

12.35 (アンダーライン) :代表値を求めるとき、日の値(平均、最高、最低)の欠測値扱い(欠測

あるいは観測値異常)の日数が半句内日数の20%を超える場合
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2003年1月
斑同・麗速{混同:16方位流速:m/s) 

半 水温 堪分 15m層 鹿 掴

ブイ (半旬平均、 OC) (半旬平均、 psu) 斑連 最多斑慣 涜連 最多涜岡

旬 半量旬禽 半早旬地
漉向
出(現%率) 斑平連均 量半E旬E 半事旬情 班向 出(現嶋)率 平琉連均1m層 15m眉 3伽圃 鹿眉 1m眉 1拘置 3伽眉 車置

9.5 9.5 9.5 9.6 一 33.99 ね.97 33.97 一 一 一 一 一 0.17 0.05 w 42 0.05 
2 9.9 9.9 9.8 9.5 組」基 34. 10 34.06 34.04 弘.2.6 仏語 s 盤 仏11 0.15 0.06 w 18 0.05 

NO.l 3 10. 1 10. 1 10.0 9.9 34.04 34.11 34.09 34.08 0.23 O. 10 N 18 0.09 0.2 0.08 SE 17 0.07 
平舘 4 9.8 9.8 9.8 9. 7 34.02 34.09 34.07 34.05 0.26 0.09 s 19 O. 13 0.26 0.08 N 22 0.09 
5 8. 7 8.6 8.6 8.2 33.94 34.02 33.99 33.91 0.30 0.09 s 22 O. 13 0.22 0.08 N 23 0.09 
6 8.5 8.4 8.4 8.3 34.00 34.08 34.04 34.03 0.20 0.07 s 19 O. 10 0.2 0同07 N 17 0.09 
6.4 6.8 6.9 7.0 33.26 33. 14 33.35 33.52 

2 6. 1 6. 1 6.2 6.3 33.33 33.19 33.31 33.47 溶存酸素 艶温
(風向:1風6方向位・風ー風速速 ;_miuNO.4 3 5.8 5.9 6.0 6.2 33.30 33.33 33.32 33.42 (半旬最低)

青森 4 5.8 6.0 6.2 6. 7 33.38 33.41 33.43 33.58 半句 風速 最多風向
5 6.9 7.0 7. 1 7.2 33.66 33.68 33.69 33. 77 3伽眉 .層 平均

量半高句 半平旬均 出(現96)ER 風平均速
6 5.9 6.0 6.0 6. 1 33.52 33.56 33.53 33.60 (%) 伽i/~) (%) (mg/~) 。c 風向
6. 7 6. 7 6.6 6.5 33.20 33.35 33.37 33.51 90 8.6 91 8.8 四O.1 16.7 8.3 w 18 9.4 

2 4.8 4.8 4.8 4.8 32.95 32. 74 33.12 33.30 91 9.5 92 9.3 1.1 15.0 9.9 w 47 10.7 
NO.6 3 4.5 4.5 4.4 4.5 32.95 33.03 33.12 33.29 90 9.5 92 9. 7 0.9 13. 7 7.2 w 29 8.8 
東湾 4 4.2 4.2 4.1 4. 1 32“94 33.06 33. 10 33.27 90 9.5 92 9. 7 0.6 14.7 8. 7 w 30 9.6 
5 3. 7 3. 7 3. 7 3.8 32.89 33.01 33.06 33.25 90 9.5 91 9.6 -0.2 13.3 8.3 糊 27 8.4 
6 3.5 3.5 3.5 3.6 32.88 33.05 33.05 33.25 89 9.4 90 9.5 0.1 16.2 10.5 w 32 12.0 
4. 7 4.6 * 4.8 

2 4.2 4. 1 * 4.2 NO.5 3 4.0 3.8 申 3.9 
野辺地 4 3.5 3.4 * 3.5 5 3.8 3. 7 官思 3.8 
6 4.0 4.0 寧 4. 1 



2003年2月
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流岡・流速{斑同:16方位琉還:s1/s) 
半 水温 塩分 15m贋 底 層

ブイ (半旬平均、"C) (半句平均、 psu) 斑連 量多涜筒 流速 最多涜向
句 畳主俳句高 半平旬地

斑向
出(現%)率 ヨ平程遠均 半量旬高 半平旬姐 出(現%)率 平涜均遼

1m掴 15mll 3伽1層 底層 1m" 1嗣.3伽1眉 底屠 斑向
9.0 9.0 8.9 8.9 34.06 34. 14 34. 10 34. 10 0.37 O. 12 s 33 0.17 0.26 0.09 s 20 。.13 

2 9.4 9.4 9.3 9.3 34.02 34. 10 34.07 34.08 0.31 0.08 N附 23 0.09 0.16 0.07 NNE 20 0.07 
No. 1 3 8. 7 8. 7 8. 7 8.4 33.99 34.07 34.04 33.98 0.26 0.08 S 19 0.13 0.22 0.07 s 18 0.09 
平舘 4 8.4 8.4 8.4 8.4 33.99 34.07 34.03 34.閃 0.26 O. 12 s 26 O. 13 0.22 0.09 s 24 0.11 
5 7.9 7.9 7.7 7.4 33.95 34.01 33.96 33.91 0.36 O. 13 s 38 0.18 LaziSlL仏1it皇 ~主盟 2量2生

0.29/0.26 
6 8.0 8.0 7.8 7.4 33.97 34.04 33.98 33.92 0.28 0.12 s 34 0.17 弘.1a
5.2 5.3 5.5 5.6 33.47 33.53 33.51 33.61 

2 5.9 5.6 5.2 5.2 33.61 33.59 33.輔 33.56 漕存酷素 気温
{且由:1風6方向位・風.且速逮:m!s) NO.4 3 7.6 7.6 7.4 6.6 33.90 33.89 33.84 33. 77 (半旬最低)

青森 4 6.5 6.5 6.5 6.5 33. 78 33. 78 ぬ 74 33.80 半句 風速 .:&111 節

5 5.8 5. 7 5.7 5.8 33.63 33.65 33.60 33.68 3伽1層 JIE眉 平均
半量寓旬 半平旬地 出(現%S)R 風平均速

6 5. 7 5.6 5. 7 5. 7 33.64 33.65 33.60 33.67 (%) (mg/Q) (%) (眠/Q) 。c 風向
2. 7 2.8 3.0 3. 7 32. 77 32.93 32.99 33.32 88 9.5 88 9.3 0.0 12.2 6. 7 側W 23 7.6 

2 2.9 2.8 3.0 4.2 32.81 32.91 33.01 33.46 88 9.5 87 9. 1 2.8 11. 1 5.0 w 18 7.0 
NO.6 3 2.9 3.0 3.0 3.3 32.86 32.99 33.02 33.27 88 9.4 88 9. 1 -0. 7 16.2 9.0 w 38 10.4 
東湾 4 2.9 2.8 2.9 3.0 32.86 32.99 32.99 33.26 89 9.5 88 9.5 1.2 16.7 6.3 NE 20 10.9 
5 2. 7 2.8 2.9 3.9 32.92 33.03 33. 10 33.紛 89 9.6 88 9. 1 -1. 0 10.0 3. 7 " 14 3.5 
6 2.7 3. 1 4.2 4. 7 33. 10 ぬ 26 33.52 33.伺 93 9.8 94 9. 7 0.6 12.2 6.8 棚W 24 7.8 
3.9 3.7 * 4.0 2 3.3 3.3 ホ 3.5 

NO.5 3 2.9 2.8 * 3. 1 野辺地 4 2.8 2.9 * 3.3 5 2.9 3.0 ホ 3.3 
6 2.9 3.0 ホ 3.1 



ー司.- ー~ . 

琉岡・斑理(琉同:16方位l 麗理:m!s) 
半 水温 塩分 1拘置 鹿 量

ブイ (半旬平均、 t) (半旬平均、 psu) 置彊 量多班繭 班彊 量多量向

旬 量半直旬 半事抽旬 漉向
出(現%率) 漉平遮均 量半高旬 半;sp:旬泊 班向 出(現%)率 斑平連均1d 1加層 3伽掴 •• 1m. 1拘置 3伽層 庖周

8.0 8.0 7.9 7.8 34.∞ 34.侃 34.04 34.02 0.34 0.12 s 30 0.17 0.23 O.伺 N 23 0.09 
2 7.2 7.2 7.2 7.2 33.90 33.99 33.96 33.96 0.20 O.偶 S測 23 0.08 0.17 0.06 s 16 0.09 

NO.1 3 7.3 7.3 7.3 7.3 33.99 34.ω 34.04 34.04 0.22 0.07 s 調 0.09 O. 16 0.06 s 20 0.09 
平舘 4 7.3 7.3 ー 7.3 34.02 34.11 ー 34.09 0.31 O. 10 s 29 0.15 O. 19 0.08 s 25 O. 11 
5 7. 7 7.6 L阜 7.6 制.04 34.11 組Jfl. 34. 10 0.23 0.09 s 32 O. 12 0.2 0.07 s 26 0.09 
6 7.7 7.7 7.6 7.6 ね.97 34.02 34.05 34.08 0.23 O.倒 s 28 O. 11 O. 15 0.06 s 25 0.07 
5.8 5.7 5.6 5. 7 33.66 33.67 33.61 33.668 5 

2 5.6 5.5 5.6 5.5 33.62 33.制 33.59 33. 漕存酸素 気遣
{且向:1風6方向位・風‘且速連:m!s) NO.4 3 5.4 5.3 5.3 5.4 33.62 33.64 33.57 33.65 (半旬最低)

膏轟 4 5.4 5.3 0.0 5.3 羽.59 33.61 33.55 33.64 半旬 .彊 量多且陶

5 5.4 5.2 5. 1 5.3 33.45 33.53 33.47 33.61 3伽E .層 平均 主量幹書旬 半事旬姐 出(現軸}率 且平畳均
6 5.5 5.2 5. 1 5.2 33.25 33.50 回.44 33.59 〔切 佃illl (_%) (mgJ4) ℃ 皿由

3.0 3.0 3.2 3.6 33.14 33.22 33.36 33.伺 92 9.8 92 9.8 2.3 15.7 7.7 w 27 10.5 
2 3.3 3.3 3.4 3.5 33.24 33.31 33.39 33.40 92 9.8 94 10.0 0.3 19.7 7.4 N附 27 5.3 

NO.6 3 3.2 3.3 3.5 4.1 33.24 33.32 33.44 33.55 92 9. 7 93 9.8 1.8 10.7 6.6 棚 29 5. 7 
東縄 4 3.5 3.6 3.6 3.8 33.29 33.36 33.44 33.相 93 9.9 91 9.6 2.6 12.6 5.6 w 16 7.7 
5 3.8 3.6 3.6 4.3 33.26 33.34 33.41 33.57 93 9.9 91 9.6 4.8 10.8 5.1 sw 25 6.4 
6 4.0 3.8 3. 7 3.8 お.20 33.26 33.35 33.43 93 9. 7 92 9.7 4.6 13.6 6.4 w 22 8.0 
2.9 2.9 * 3.0 2 2. 7 2.8 * 3.4 NO.5 3 2.5 2.6 

=ー

2.8 
野辺地 4 2.8 2.8 * 2.9 5 3.3 3.0 * 3.2 6 4. 1 3.6 

ーー

3. 7 
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水温
{半旬平均、"C)

塩分
(半旬平均、 psu)



2003年5月

半 水温 塩分
ヲイ (半旬平均、"C) (半旬平均、 psu)

No.l 
平舘

~ 
NO.4 
膏轟

NO.6 
東湾

NO.5 
野辺地
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源開園調理{露関 : 15方位‘麗速 :m/sJ
半 水温 塩分 15m層 鹿 屠

ブイ (半旬平均、。'C) (学旬平均、 psu) 漉連 量多斑院 漉還 量多涜|司

旬 半最旬高 半平旬均
溝肉
出(現%)率 涜平均連 量半高旬 半平旬地 涜向 出(現~)率 涜平均違1m層 15m. 3伽曙 鹿E 1m層 1励.3伽. 底層

l2..1 12....a .l2...Q .l.J..j 鑓.12. お..n 認.J.a 鑓..J1 仏M 仏.21 s 鑑 弘..2a 仏.28 Q.J.2 聞E 立 仏且
2 13.2 13.0 12.0 11.0 33.30 33.50 33.91 33.98 仏.21 仏.ll 鑓正 鍾 仏12 0.3 O. 11 s 19 O. 14 

No.1 3 14.2 13. 1 12.3 11.4 33.閃 33.47 33.81 33.94 0.54 O. 13 柵 21 0.21 0.36 O. 16 おE 16 O. 17 
平舘 4 15.3 14.0 12.8 11.9 33.25 33.59 33.82 33.89 0.53 0.25 柳欄 28 0.28 0.43 O. 17 s 24 0.20 
5 16. 1 15.5 14.2 12.5 33. 15 33.28 33.59 33. 76 0.51 0.25 糊側 41 0.27 0.4 0.15 S 22 O. 14 
6 15.5 15.5 14.4 12.9 33.03 33. 12 33.柑 33. 75 0.37 O. 17 ESE 51 O. 19 0.37 0.17 s 20 0.16 
14.0 12...l 11.3 辺A 32. 71 鎚..2l 33.81 温..Jl.
2 14.1 は」 11.4 11. 1 33.01 溢...aa 33.83 33.95 漕存酸素 気通

(血肉:1風6方向位・風‘且速遺:m/s) NO.4 3 15.3 12.8 12.0 10.9 33.02 33. 72 33.86 34.01 (半旬最低)
官痛 4 16.7 13.8 12.5 11. 4 32. 74 33.伺 33. 78 34.∞ 半旬 且浬 量多風間

5 16.6 15. 1 14.0 12.5 33.05 33.柑 ね.63 33.84 3伽1層 IE. 平均
半量旬高 半平旬地 出(現%)率 風平均速

6 16. 1 15.3 13. 7 12.0 32.89 33.30 33.59 33.91 (%) 伽2/島) (%) 句麗/4) ℃ 風向

12.9 10.6 8. 7 6.6 32.17 33.07 33.49 33.52 94 8.8 89 8.8 14.9 14.3 6.6 SW 32 7.5 
2 13.7 13.4 10. 7 7.0 32. 77 32.82 33.42 33.52 95 8.6 88 8.5 12.7 9.6 6.5 E 51 7.0 

NO.6 3 14.7 13. 1 10.3 7.4 32. 78 33. 12 33.65 33.59 97 8.9 87 8.5 16. 1 9.8 3.9 E舵 19 2.9 
東湾 4 16.3 13.8 10.8 8.6 32.69 33.11 33.62 33.61 97 8.8 95 9.0 17.9 8.8 3. 1 ESE 17 3. 7 
5 16.5 15.0 11. 7 9. 1 32. 78 33.02 33.49 お.64 95 7.8 96 9.0 16.5 13.3 8.8 E 50 10. 1 
6 16.0 15.6 13.8 9. 1 32. 71 32.87 33.37 33.68 94 7. 7 ω 8.5 14.4 11. 7 6.8 E眠/E 27 7.91/8.25 
13.5 1101..9 0 * 9. t 2 13.8 唱匹 9.0 

NO.5 3 15.0 10.3 唱民 9.4 
野辺地 4 16.6 12.8 * 9.8 5 16.7 14.5 * 10.1 6 16.0 12.9 

割ー
11.7 



2003年7月
斑同・環速{涜悶:16方位涜還:m/s) 

半 水温 塩分 15m層 底 層

ブイ (半旬平均、"C) (半旬平均、 psu) 涜速 量多漉同 涜連 量多涜問
旬

量半高旬 半平旬姐
車向
出(現拘)率 班平遮均 量半車旬 半III旬絢 出(現%)率 平盟陸連均1m圃 15m. 3伽1眉 底層 1m届 15m. 3伽t層 鹿層 盟匝向

16.0 15. 7 14.4 12.7 33.04 33.21 33.57 33. 73 0.45 O. 16 ESE 15 0.17 0.35 0.17 s 21 0.22 
2 15.9 15.7 14.6 13.2 32.84 33.∞ 33.60 33. 74 0.37 0.19 N 52 0.23 0.27 O. 15 s 20 0.17 

"0.1 3 17.6 16.8 15.6 14.4 お.21 33.37 33.58 33.66 O.制 O. 18 SSE 42 0.29 0.5 O. 17 SE/SSE 19 0.16/0.21 
平舘 4 17.2 17.0 15. 7 13.8 33.18 33.34 33. 66 33.82 0.47 0.22 剛W 26 0.24 0.39 0.16 SSE 21 0.20 
5 16.8 16.8 15.5 13.7 32. 92 33.06 33. 62 33. 90 0.40 O. 21 N酬 52 0.23 0.31 O. 14 s 25 O. 14 
6 17.3 16.9 15.7 14.2 33. 10 33.42 33.82 33.98 0.51 0.19 N 21 0.21 。.36 0.16 s 21 O. 15 
16.2 15.3 14. 1 11. 9 32. 78 33.24 33.50 33.88 
2 16.6 15.5 14.2 12.2 32. 71 33. 19 33.55 33.85 漕存酸素 気温

(嵐向:1風6方向位・風.息速遣:m!s) "0.4 3 17.4 16.2 15. 1 13. 1 32. 70 33.06 33.28 33. 77 (半旬最低)
青森 4 17.5 16.8 14.9 13.1 32. 77 33.43 33.47 33.85 半旬 風速 最多風向
5 17.5 16.7 14.8 12.9 32.95 33.31 33. 69 33.88 3伽層 ~. 平均

半量旬竃 半早旬樹 出(現%)率 血平均遺6 17.8 16.7 14.9 12.9 32.90 33.30 33. 76 34.08 (拘) 加iL息) (%) 加i/~) ℃ 血肉

15.5 15.2 13.7 9.9 32. 77 32.92 ね.47 33.64 94 7. 7 90 8.3 14.7 13.9 7.9 E 50 7. 7 
2 16.0 15.7 14.0 9. 7 32. 70 32.82 33.43 33. 75 94 7.8 78 7.2 16.2 12.3 7.7 E 33 8.5 

NO.6 3 17.0 16.2 13.9 10.5 32. 68 32.94 33.50 33.67 92 7.8 76 7. 1 18.1 9.2 4. 1 SW 17 4.2 
東湾 4 17.3 17.0 15.7 11. 2 32.62 32.85 33.25 33. 71 92 7.5 76 6.9 16.0 13. 1 8.0 E 50 9.3 
5 16.9 16.6 15.3 11. 1 32. 73 32.85 33.24 33.84 90 7.4 71 6.4 16.2 13.2 9.4 E 43 10.0 
6 17.0 16.4 14.5 11. 2 32. 74 33.00 33.46 33.96 88 7.4 64 5.8 17.0 10.8 5.5 ENE 29 7.3 
15.9 14.6 唱院 12.6 
2 15.9 13.2 事 12.2 

"0.5 3 17.3 14.8 事 13.2 
野辺地 4 17.4 15.6 * 13.5 5 17.1 14.5 * 13.0 6 17.2 14.3 * 13. 1 
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班向・斑蓋(班向:16方位斑霊:m/s) 
半 水温 塩分 15m層 鹿 屠

ブイ (半旬平均、 OC) (半旬平均、 psu) 涜速 最多涜情 i寵運 量多混同

旬
最半高旬 学平旬均 出(現%)率 平涜連均 量半旬高 半平旬均 出(現%)率 平漉逮均

1m圃 15m層 30m蝿 底掴 1m腫 1拘置 3伽層 底圃 涜向 車両

19.4 18.4 17. 1 16.0 33.49 33.62 33.84 33.89 0.68 0.30 s 38 0.42 0.42 O. 18 s 27 0.20 
2 20.2 19.5 17.8 16.4 33.40 33.59 33.85 33.91 0.63 O. 18 SSE 18 O.紛 0.43 0.20 s 23 0.20 

No. 1 3 20.8 20.4 18.6 16.6 33.37 33.47 33. 75 33.87 0.68 0.25 N旺 20 0.26 0.45 0.21 おW 18 O. 18 
平舘 4 19.7 19.6 16.9 14.9 33.11 33.26 33.90 34.11 0.49 0.25 N 48 0.27 0.45 O. 17 s 25 0.18 
5 21.3 20.4 19.2 17.5 33.36 33.49 33.81 33.93 O. 70 0.26 s 38 0.40 0.48 0.21 s 27 0.21 
6 21. 7 21. 2 20.0 17.9 33.34 33.41 33.68 33.84 0.61 0.21 s 22 0.31 0.45 0.19 s 13 O. 18 
19.3 17.4 16.0 14.4 32.58 33.52 33.57 33.97 
2 20.9 18.5 17.6 15.5 32.61 33.56 33.60 33.92 漕存酸素 気温

(毘向:1風6方向位・風‘風速速:m!s) NO.4 3 21. 0 19.8 18. 7 15.7 32. 73 33.49 33.62 33.99 (半旬最低)
青森 4 20.4 18.8 16.3 14. 1 33.09 33.68 33.82 34.05 半旬 思量 量多風間

5 20.9 19.8 17.8 15.6 33.∞ 33.53 33. 71 33.94 3伽!I JE周 平均
量半旬高 学早旬拍 出(現%)率 且平均遺

6 21. 1 21. 1 20.3 16.6 32. 73 33.49 33.57 33.93 (%) 加g/2) (%) (眠/4) ℃ 昆向

18.6 16.9 14. 7 11. 9 32.62 33.09 33.47 33.82 91 7.5 66 5.8 20.2 9. 7 2.9 w 14 3. 1 
2 20.2 18.3 16. 1 12.7 32.柑 33.05 33.38 33. 71 91 7.3 81 7.0 20.6 11. 7 5. 1 E 21 6.3 

NO.6 3 21.2 19.2 17.4 13.9 32.44 33. 14 33.49 33.54 92 7.3 86 7.4 21. 0 11. 7 5.0 ENE 21 7.5 
東湾 4 20.0 19.9 18.4 13. 1 32.64 32. 77 33.40 34.∞ 91 6.9 70 5.9 18.5 11. 8 8.3 E 59 
5 20. 7 18.9 16.2 13. 1 32.卯 33. 10 33.60 34.02 80 6.6 65 5.5 21. 7 11. 0 4.2 w 15 3.4 
6 20. 7 20.6 17.7 14. 1 32.93 33. 15 33.31 33.65 94 7.4 67 5. 7 20.4 12.3 6.3 E 16 9.4 
18.7 16.4 * 13.9 2 20.3 16.8 * 15.3 NO.5 3 20.5 17.6 * 16.9 野辺地 4 20.1 17. 1 * 15.8 5 21. 3 17.3 * 15. 1 6 20.9 19.6 市 17.0 



--- --~ . 
漉向・jjI(霊(jjI(悶 : 16方位班遺:m!s) 

半 氷温 塩分 1蜘1層 底 周

ブイ {学旬平均、"C) (半旬平均、 psu) 涜理 量多斑慣 涜浬 最多琉岡

旬 量半旬直 半早旬姐 出(現9ft)率 漉平連均 量半竃旬 半早旬抽 漉陶 出(現9ft)率 涜平均温
1~ 1励咽 3伽掴 鹿層 1m. 15m11 3伽周 鹿眉 漉向

21. 8 21.5 20.2 18.5 33.25 33.33 33.63 33. 78 O. 75 0.24 s 20 0.37 0.47 0.18 s 24 0.19 
2 21.3 21. 1 20.2 18.6 33.03 33. 13 33.49 33. 71 0.66 0.24 NNE 24 0.27 0.53 0.20 SSW 18 0.19 

NO.1 3 21. 5 21. 2 20.2 18.6 32.98 33‘m 33.43 33.68 0.57 0.21 s 18 0.33 0.42 0.16 s 19 O. 18 
平舘 4 21. 4 21. 2 20.8 19.9 33.17 33.24 33.42 33.51 O. 77 0.25 s 37 0.30 0.35 O. 17 E舘/S 17 0.15/0.21 
5 21. 5 21.5 20.8 18.9 33.15 33. 16 33.43 33.68 

仏aA盆2S 仏aiIs皇 E H 盤鍵 a仏S且4 0.34 0.15 鎚E 16 O. 15 6 20.4 20.4 20. 1 18.5 33.09 33.15 33.47 33. 74 0.35 0.16 SE 23 0.17 
21. 5 21.2 20.3 17.3 32.96 33.34 33.56 33.90 

sg 
2 21. 0 21. 0 20.2 17.3 32.69 33.28 33.49 33.91 漕存酸素 気温

(且向:1風6方向位・風.息速遣:m/s) NO.4 3 21.2 20.9 20.5 17.8 32.34 33.06 33.25 33.86 (半旬最低)
膏轟 4 21. 0 20.9 20.5 19. 1 32. 71 32.98 33.21 33.61 半旬 嵐連 量多嵐|向

5 20.8 20. 7 2200..2 6 18.5 3322..878 4 3勾3..侭10 33.11 3333..765 3 
3伽層 E. 平均

量半竃旬 半寧旬抽 出(現9ft)率 量平豊均
6 20. 7 20.6 17.9 33.23 性骨) 伽藍LR.) I空会〕 伽1fR.) ℃ E陶
21.1 21.0 18.7 15.7 32.81 33.24 33.30 3333. .37 97 7.3 70 55，，8 3 21.0 13..2 4 4.9 E 14 7.8 
2 20.5 20.6 20.3 15. 1 32. 74 32.82 33.12 66 95 7. 1 64 18.8 13 7.4 E 39 8.8 

蜘.6 3 20.6 20.5 19.9 16.7 32.66 32.89 33.17 33.40 95 7.0 66 5.4 20.9 却.6 6.6 w 19 7.9 
東湾 4 20.5 20.3 20. 1 16.8 32.88 32.92 33.00 33.47 95 7.0 64 5.2 19.3 9.8 3.6 ESE/弱W 12 5.37/3.99 
5 20.3 20.3 却.1 17.0 32.86 32.90 32.98 33.48 91 6.8 59 4. 7 17.8 12.8 5. 7 E 27 7.8 
6 20.1 20. 1 20.1 16.7 32.89 32.94 お.∞ 33.56， 92 6.9 48 3.9 18.4 13.2 7.0 sw 18 5.7 
21. 0 20. 7 * 20.4 2 20. 7 20. 7 * 17.5 No.5 3 20.8 20.6 事 19.5 

野辺地 4 20.6 20.4 
ーー

20. 1 
5 20.2 20.1 事 20.0 
6 20.0 19.9 * 19.9 



2003年10月
斑開・涜翠(斑同:16方位斑運:m/s) 

半 水温 塩分 15m置 底 置

ブイ (学旬平均、。'C) (半旬平均、 psu) 涜遺 最多涜摘 漉連 量多jjI(向

旬
半量高旬 半平旬地 出(現%)率 斑平均連 主量俳句高 学平旬均 出(現%)率 車平均速

1m. 15m掴 3伽圃 鹿躍 1m.ll 15m. 3伽1眉 車層 斑向 斑向
19.7 19.7 19.5 18.5 33.26 33.29 33.48 33.60 0.45 O. 12 NNW 16 0.17 仏且1 込Ja 鐙E 1亘 Q...ls 
2 19.4 19.4 19.2 18.4 33.23 33.27 33.47 33.56 0.52 O. 13 NNE 18 O. 14 Q..28 .O.J..2 ~ 16 仏14

No. 1 3 19.3 19.2 19. 1 18. 1 33.25 33.26 33.46 33.58 0.54 0.16 s 17 0.23 仏11 仏i五 S箪 .2a 仏II
平舘 4 18.9 18.9 18.7 18.4 33.33 33.33 33.50 33.51 0.32 0.12 s 16 O. 12 0.26 0.11 おE 16 O. 12 
5 19.0 19.0 18.8 18.6 33.28 33.27 33.41 33.38 0.41 O. 10 SSW 26 O. 11 0.26 0.09 N旺 19 O. 10 
6 18.2 18.2 18.2 18. 1 33.35 33.33 33.46 33.将 0.46 O. 11 SSE 24 0.17 0.27 O.ω s 15 O. 11 
19.8 19.8 19.8 18.2 32.86 33.11 33. 14 33.69 
2 19.2 19.2 19.2 18.6 32.86 33.11 33.26 33.64 漕存酸素 気温

(且向:1風6方向位・風‘血速塗:m!s) NO.4 3 18.9 18.9 19.0 18.8 32.89 33. 16 33.24 33.55 (半旬最低)
青森 4 18.4 18.4 18.4 17. 9 33. 18 33.23 33.21 33.65 半旬 凪還 量多思同
5 18.0 17.9 18.0 18. 1 33.22 33.26 33.25 33.37 3伽11. JiE層 平均

学量旬寓 半平旬地 出(現%)事 風平均速6 17.3 17.3 17.3 17.3 33.29 33.32 33.32 33.27 (%) {慨/息) (%) (me:/Q) ℃ 凪向

19.4 19.4 19.4 17.2 32.93 32.99 33.04 33.54 99 7.5 39 2.9 16.0 14.9 7.3 w 28 9.4 
2 19.0 19.0 18.9 17. 1 33.∞ 33.06 33.12 33.61 98 7.5 37 2.9 15.6 11. 5 5. 1 E 25 6.5 

NO.6 3 18.5 18.5 18.4 16.8 32.92 33.∞ 33.06 33. 73 96 7.4 35 2. 7 15.5 12.4 4.9 附W 15 7.4 
東湾 4 18.0 18.0 18.0 17.5 32.99 33.07 33. 14 33.66 96 7.4 37 2.9 14.2 14.8 6.5 w 19 7.9 
5 17.6 17.6 17.6 17.6 33.ω 33. 12 33.17 33. 13 98 7.7 80 6.3 14.6 19.7 8.3 W測 20 13.0 
6 16.7 16.7 16. 7 16.7 33.∞ 33. 10 33. 15 33.09 1∞ 7.9 91 7.2 14. 1 14.9 9.0 w 26 9.6 
19.2 19. 1 * 19. 1 2 18.6 18.5 * 18.4 NO.5 3 18.6 18圃5 * 18.5 野辺地 4 18. 1 18.0 * 18.0 5 17.4 17.4 * 17.3 6 16.5 16.5 * 16.4 



軍軍司- . ・司，

琉同・麓速〔斑同:16方位涜速:町I/s)
半 水温 塩分 15m掴 底 眉

ブイ (半旬平均、 OC) (半旬平均、 psu) 斑逮 量多涜摘 涜連 量多mE肉
旬

量半高旬 半王手旬簡 班向 出(現%)皐 斑平均連 最半旬高 半平旬地 斑向
出(現%)率 涜平均連1m層 15m. 3伽層 底屠 1m・15m層 3伽層 底層

18.2 18.2 18. 1 18.0 33.32 33.29 33.43 33.41 0.41 O. 11 W附 14 0.08 0.3 0.09 NNE 20 O. 10 
2 17.9 17.9 17圃9 17.8 33.39 33.38 33.49 33.44 0.45 O. 13 s 15 0.16 0.23 0.07 N 14 0.07 

No. 1 3 17.3 17.3 17.2 17.2 33.43 33.41 33.55 33.54 0.50 0.16 おE 17 O. 11 0.27 0.08 ESE 18 0.08 
平舘 4 16.3 16.4 16.4 16.3 33.47 33.45 33.62 33.64 0.66 O. 12 N 16 0.06 0.16 0.07 附 14 0.06 
5 15.7 15.7 15.6 15.6 33.53 33.52 33.66 33.64 仏.2a 仏但 s 2!1 Q...ll 0.16 0.06 s 17 0.08 
6 14.6 14.6 14.7 14.9 33.判 33.44 33.59 33.65 一 一 一 一 一 0.19 0.06 N 21 0.05 
17. 1 17.0 17.1 17.0 33.32 33.35 33.34 33.29 
2 16.7 16.7 16.7 16.7 33.33 33.35 33.36 33.30 漕存融業 気温

(鳳向:1風6方向位・1風.風速速;_mj_uNO.4 3 16.2 16.2 16.2 16.2 33.34 33同38 33.38 33.32 (半旬最低)
Cコ
青森 4 15.5 15.5 15.5 15.5 33.33 33.37 33.38 33.30 半句 風速 量多風向
5 14.6 14.6 14.6 14.6 33.31 3333 .34 33.35 33. 26 30m層 脂層 平均

量半高旬 半平旬地 出(現%)率 風平均速
6 13.6 13.6 13.7 13.8 33.21 .27 33.31 33.24 (%) (阻/4) (%) (昭/4) 。c 風向
16.2 16.2 16. 1 16.0 32.99 33.11 33.15 33.伺 103 8.3 88 7. 1 14.9 15.8 5.4 w 20 7.8 
2 15.7 15.7 15.7 15.7 33.01 33. 15 33.20 33. 13 104 8.5 91 7.4 9. 7 12.2 6.3 側W 33 8.4 

NO.6 3 14.9 14.9 14.9 14.9 32.98 33. 14 33.18 33. 12 105 8.6 91 7.5 9.4 8.9 4.3 N舵 21 5. 1 
東湾 4 14.2 14.2 14. 1 14.0 32.95 33. 13 33.17 33. 10 105 8. 7 92 7.6 10.8 16.9 9.9 w 27 12.7 
5 13.5 13.5 13.4 13.3 32.96 33.16 33.21 33. 14 97 8.1 91 7.7 8.4 18.8 9.1 w 27 12.5 
6 12.7 12.7 12.6 12.5 32.92 33. 15 33.20 33. 16 97 8.4 91 7.9 8. 1 10.5 5.7 E証 21 8.3 
16.2 16.0 * 15.9 2 15.7 15.6 割ー 15.6 

NO.5 3 15. 1 15. 1 ホ 15.0 
野辺地 4 14. 1 14. 1 割ド 14. 1 
5 13.3 13.2 * 13.2 6 13. 1 12.9 * 12.5 
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岡田司F 司F 司~ . 司園田

斑岡・斑速 t琉岡:16方位涯速:m/s) 
半 水温 塩分 1伽111 底 掴

ブイ (学旬平均、。C) (半旬平均、 psu) 涜連 最多流l責 涜連 JI![ヨ伊i1It田

旬 最半旬高 学平旬均
涜向
出(現%)率 流平均速 量半旬高 半平旬地

斑向
出(現%)率 涜平均連

1m層 15m. 3伽屠 底眉 1m. 15m眉 30m. 底層
14.9 15.0 14.9 14.8 33.66 33.68 33.69 33.80 0.20 0.06 S測 17 O. 10 0.28 0.09 N舵 14 0.08 I 
2 13.0 13. 1 13.2 13.4 33.48 33.52 33.58 33. 73 0.28 0.11 NNE 29 0.14 0.37 0.08 N舵 13 0.08 I 

No. 1 3 13.9 13.9 13.8 13.7 33. 72 33. 75 33. 71 33. 75 0.42 O. 13 s 41 O. 16 O. 18 0.09 s 29 O. 10 
平鵠 4 14. 1 14. 1 14. 1 14.0 33.67 33.69 33.67 33. 71 0.41 O. 13 SSE 49 0.17 0.38 O. 10 s 18 O. 12 
5 13.8 13.9 13.8 13.8 33.57 33.58 33.56 33.61 0.44 O. 15 S斑 39 0.21 0.33 O. 12 s 21 O. 16 
6 12.5 12.5 12.5 12.5 33.60 33.61 33.59 33.筋 0.34 0.09 SSE 20 O. 14 0.39 0.10 NE 11 0.82 
13.2 13.3 13.4 13.4 33.20 33.29 33.34 33.24 
2 12.3 12.3 12.4 12.4 33.25 33.27 33.31 33.22 漕存酸素 気温

(血肉:1風6方向位・嵐‘且遮遺:m/s) NO.4 3 11. 0 11. 3 11. 7 11. 8 33.04 33.20 33.36 33.27 (半旬最低)
膏轟 4 11. 6 11. 6 11. 8 11. 9 33.28 33.32 33.44 33.35 半旬 且還 量多昼間

5 11. 7 11. 6 11. 8 12.0 33.42 33.44 33.53 33.45 3伽置 JEII 平均
半最高旬 半平旬均 出(現鞄)率 風平連均

6 11. 6 11. 6 11. 6 11. 6 33.53 33.54 33.60 33.47 (%) (略fJJ_ (%) (昭/.a) ℃ 風向
12. 1 12.2 12. 1 11. 9 32.84 ぬ 14 33.20 33. 14 97 8.4 87 7.6 6.2 15.4 8. 7 w 28 11. 7 
2 11. 3 11. 3 11. 3 11. 2 32.88 33.17 33.22 33.16 98 8.8 91 8.1 3.4 16.5 10.3 欄W 38 11. 3 

NO.6 3 10.7 10.7 10.6 10.5 32.93 33.22 33.27 33.20 95 8.6 90 8.2 6.8 11. 0 6.5 NE 22 8.8 
東湾 4 10.2 10.2 10.2 10.0 32.84 33. 18 33.24 33. 18 96 8. 7 90 8.1 5.0 13.5 5.5 NNW 23 4.0 
5 9.9 9.9 9.8 9.8 32.85 33.20 33.25 33.20 94 8.6 90 8.2 7.3 18.2 11. 3 w 53 11. 7 
6 8. 7 8.6 8.6 8.6 32. 78 33. 14 33.20 33. 14 94 8.9 90 8.4 3.6 18.3 11. 1 w 35 11. 9 
12.3 12.3 * 12.2 2 11. 1 11.0 

割ー
10.9 

NO.5 3 10.6 10.6 * 10.5 野辺地 4 10.2 10.2 * 10.2 5 9.5 9.5 * 9.4 6 9.2 9.2 * 8.9 


